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この内容は広報番
組でも放送しまし
た。YouTube 内
の山口市特設サイ
ト「やまぐちゃん
ねる」で見る事が
できます。

　
本
市
で
は
、
生
産
者
と
消
費

者
が
直
接
出
会
う
機
会
を
創
る

こ
と
で
、
生
産
者
の
さ
ら
な
る

意
欲
向
上
に
つ
な
げ
て
も
ら
お

う
と
、「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
は
、
山
口
の
食

の
魅
力
が
ふ
ん
だ
ん
に
詰
ま
っ

た
「
お
い
で
マ
ル
シ
ェ
一
の
坂
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
農
林
政
策
課

　

☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
８
９
１

お
互
い
の
顔
が
見
え
る
か
ら

安
心
、
そ
し
て
明
る
い

　
「
あ
な
た
の
作
る
野
菜
を
買
い

た
い
か
ら
、
こ
の
日
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
た
の
よ
」

　
「
椎
茸
の
か
さ
の
裏
に
チ
ー
ズ

を
の
せ
て
レ
ン
ジ
で
焼
く
と
美

味
し
い
ん
よ
。
ビ
ー
ル
の
つ
ま

み
に
も
合
う
よ
」。
毎
月
第
1
日

曜
日
、
一
の
坂
川
沿
い
の
交
通

交
流
広
場
で
開
か
れ
て
い
る「
お

い
で
マ
ル
シ
ェ
一
の
坂
」
の
様

子
で
す
。

　

マ
ル
シ
ェ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語

で
市
場
と
い
う
意
味
で
、
生
産

者
が
直
接
持
ち
込
ん
だ
逸
品
が
、

緑
の
芝
生
の
上
で
、
対
面
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
は
圃
場
か
ら
採
れ
た

て
直
送
の
「
美
味
し
い
」
食
材

動画のワンシーンから
　農家の声をとりまとめ、
おいでマルシェ一の坂を市に提案した
土井さん。「今後も、消費者の皆様に喜
んでもらえ、生産者が成長する場を作
っていきたい。」と話された。　生産者
の賀屋さんへのインタビューの様子。
「高齢者の方から小さいにんじんが欲し
いという要望があり、新たな商品価値
を見いだせた。」と話された。　

▲

▲

や
加
工
品
を
並
べ
、
消
費
者
は

生
産
者
と
の
会
話
に
よ
る
「
生

産
者
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る

情
報
」
と
い
う
付
加
価
値
を
楽

し
み
な
が
ら
、
お
目
当
て
の
逸

品
を
買
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

椎
茸
の
調
理
方
法
を
教
え
て

も
ら
っ
た
消
費
者
の
方
は
、「
家

族
か
ら
好
評
で
、
日
常
の
食
卓

に
、
笑
顔
が
広
が
っ
た
の
」
と

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
生
産
者
は
、
消
費

者
か
ら
「
こ
う
い
う
料
理
を
作

り
た
い
か
ら
、
こ
ん
な
も
の
は

な
い
か
」
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
生
産
活
動
を
通
じ
て
、
更

な
る
「
よ
り
良
い
」
を
皆
さ
ん

に
届
け
る
な
ど
、こ
の
マ
ル
シ
ェ

が
、
笑
顔
の
輪
を
広
げ
る
、
そ

ん
な
場
所
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
「
市
内
の
農
業
を
盛
り
上
げ
、

も
っ
と
面
白
く
し
て
い
き
た
い
」

そ
ん
な
風
に
考
え
て
お
ら
れ
る
、

と
に
か
く
明
る
い
農
家
の
皆
さ

ん
が
集
ま
る「
お
い
で
マ
ル
シ
ェ

一
の
坂
」。
一
度
の
ぞ
い
て
み
る

価
値
あ
り
で
す
。

ぇ

問

こ
こ
に
来
れ
ば
と
に
か
く
明
る
く
な
れ
る

山
口
の
味み

力り
ょ
く

を
見
つ
け
に

お
い
で
ま
る
し
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徳地和紙のブースからはフォトカード
を紹介。紙幣などに使われている繊維
のきめが細かくて光沢のあるミツマタ
が使われている。お気に入りの写真を
プリントしてお部屋のインテリアにも。

南部の米所名田島からは、米粉を利用し
たロールケーキ。米粉の特徴であるモチ
モチした食感とロールケーキとのコラボ
レーション。こちらはなんとマルシェだ
けの限定商品。他にも米粉クッキーなど
米粉を使った加工品が並ぶ。

南部ブースには新鮮な野菜の他、西倉さ
んが提案した加工品も並ぶ。最近では、
秋穂のトマトを使用して、秋穂のパン屋
さん（ももちゃん）と共同開発したトマト
パンが目を引く。チーズを載せてオーブ
ンで焼いて食べるなど食べ方は無限大。

県内で活躍する若手農家が出店する
ブースには、有機にこだわり育てた野菜
などが所狭しと並ぶ。お勧めは中浜さ
んが育てた有機野菜などを詰め込んだ、
何から何まで手作りのお弁当。中浜さん
や若手農家さんたちとの会話も楽しい。

甘い物好きにはこちら。島地の温泉の
お土産として生まれた温泉まんじゅう。
そして徳地のミルクや卵を使用して作
られたプリン。プリンの味は 3種類あ
る。徳地の健康茶カワラケツメイ茶を
使用したプリンは香ばしく甘いと評判。

あなたの「おいしい」を発見しよう
おいでマルシェ一の坂の出店ブースをご紹介します。

こちらは希少な紫アスパラガス。グリー
ンアスパラガスより甘くて足元まで軟
らかいので無駄なくおいしくいただけ
る。ハーブを練り込んだ香りも楽しめ
るパン作りなど、食べ方も提案する。

土井さんは自らが発掘された「新し
い味を提供するお店」をお手伝いし

ている。9月から
は、山口地ビール
さんとの共同開発
で、自ら育ててい
る自然薯を使った
ビールを販売する
という。元気が出
るビールになりそ
うだ。

●県庁
　

至 阿東

八坂神社

瑠璃光寺
五重塔●

県道204号

至 小郡

美術館

博物館

市役所
県立図書館

9

262

至 山口駅 山口井筒屋 
臨時駐輪場

99台

一の坂川
交通交流広場

西京橋バス停

●

●

Ｐ

お米がモチモチの
ロールケーキに

800年の歴史ある
徳地和紙を今風に

南部の可能性を
無限大に引き出す

フレッシュな味を
贅沢に詰め込んだ

「新しい」を
マルシェから

希少な食材を提案
食卓が華やかに

私が
目印

私が
目印

私が
目印

私が
目印先祖代々伝わる

地元密着の味

私が
目印

私が
目印

私が
目印

かや農園　賀屋良季さん

私が私が
目印

ミライエ farm　土井志則さん

私が私が
目印目印

私が私が
目印

長州おいしん隊　中浜良太郎さん

私が私が
目印

なかや菓子店　松尾冨美子さん

私が私が
目印

地域おこし協力隊　西倉慎顕さん

私が私が
目印

名田島農産　松崎博明さん

800 年の歴史ある800年の歴史ある
徳地和紙を今風に

私が私が私が
目印目印

地域おこし協力隊
船瀬春香さん、千々松友之さん

会場

毎月第一日曜 9時～ 15 時に開催
※西京橋バス停前、青いテントが目印
です。車で来られる場合は最寄りの
駐車場に停めてお越しください。
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６
月
３
日
、「
山
口
市
本
庁
舎
の
整
備
に

関
す
る
検
討
委
員
会
」
の
第
３
回
の
会
議

が
開
催
さ
れ
、
約
40
人
の
委
員
が
出
席
し

ま
し
た
。「
建
替
え
が
妥
当
で
あ
る
」
と
い

う
、
前
回
会
議
の
結
論
を
踏
ま
え
、
新
本

庁
舎
の
機
能
、
規
模
、
候
補
地
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

 

企
画
経
営
課

　

 

☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
４
６

【
役
割
と
機
能
】

　
新
本
庁
舎
は
、
市
民
が
利
用
し
や
す
く
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
充
実
し
た
、
安
心
・

安
全
な
役
割
等
を
必
要
と
し
、
こ
れ
に
付

随
し
て
、
建
物
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
や
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
、
防
災

拠
点
機
能
を
は
じ
め
と
す
る
機
能
を
備
え

る
案
を
も
と
に
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
規
模
】　

　
規
模
に
つ
い
て
は
、
現
本
庁
舎
の
狭
あ

い
化
に
よ
り
過
去
に
分
庁
化
し
た
、
教
育

委
員
会
や
環
境
部
等
の
組
織
を
再
集
約
す

る
こ
と
や
、
防
災
拠
点
の
機
能
強
化
の
た

め
、
消
防
本
部
を
集
約
す
る
こ
と
を
想
定

し
、
延
べ
床
面
積
を
２
万
〜
２
万
６
千
㎡

と
し
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
候
補
地
】

　
新
本
庁
舎
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
山

口
都
市
核
、
小
郡
都
市
核
を
中
心
に
公
有

山
口
市
本
庁
舎
の
整
備
に
関
す
る
検
討

主
な
検
討
内
容

地
を
基
本
と
し
て
、①
現
本
庁
舎
付
近
（
亀

山
町
）、
②
亀
山
公
園
付
近
（
中
河
原
）、

③
小
郡
総
合
支
所
付
近
（
小
郡
下
郷
）
の

３
候
補
地
５
案
を
も
と
に
検
討
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

山口駅

現本庁舎

亀山公園

②亀山公園付近

②亀山公園ふれあい広場に本庁舎を建設する案
延べ床面積　24,000㎡～ 26,000㎡
事業費試算　137.8 億円
想定職員数　1,012 人

現本庁舎

亀山公園

① -1 現本庁舎を解体し、跡地に本庁舎を建
設する案

延べ床面積　24,000㎡～ 26,000㎡
事業費試算　137.8 億円
想定職員数　1,012 人
① -2 現本庁舎と中央駐車場を解体し、跡地

に本庁舎と駐車場を一体建設する案
延べ床面積　24,000㎡～ 26,000㎡
事業費試算　145.0 億円
想定職員数　1,012 人

①現本庁舎付近

山口地域

山口県庁

中央駐車場

問
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委
員
か
ら
の
意
見

　
委
員
か
ら
は
「
人
口
減
少
に
伴
っ
て
職

員
数
や
床
面
積
な
ど
の
規
模
を
縮
小
す
べ

き
」
と
い
う
規
模
に
つ
い
て
の
意
見
の
ほ

か
、「
宇
部
市
と
連
携
中
枢
都
市
圏
の
取
り

組
み
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
小
郡
地
域

が
良
い
」、「
新
山
口
駅
北
地
区
重
点
エ
リ

ア
を
候
補
地
に
あ
げ
る
べ
き
」、「
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
人
口
集
積
率
を
考
慮

し
て
検
討
す
る
べ
き
」、「
老
朽
化
し
た
市

民
会
館
を
解
体
し
、
跡
地
に
建
設
し
て
は

ど
う
か
」
等
の
候
補
地
に
関
す
る
意
見
、

ま
た
、「
仮
庁
舎
建
設
は
無
駄
」、「
景
観
に

配
慮
す
べ
き
」、「
一
般
論
と
し
て
、
地
す

べ
り
、
土
石
流
地
域
は
避
け
る
べ
き
」、「
近

く
に
広
場
や
駐
車
場
の
よ
う
な
、
災
害
時

に
多
目
的
に
使
え
る
場
所
が
あ
る
と
良
い
」

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
、
次
回
以
降
、

引
き
続
き
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。

日程 協議内容（予定）

 平成 28年 9月  これまでの総括

 平成28年11月  答申案の検討について

 平成29年 1月  答申

検討委員会の今後のスケジュール

第４回検討委員会

引き続き、新本庁舎の役割、機能、
規模、候補地について検討を行う。
■日時　8月2日（火）15時から
■場所　ホテルニュータナカ
　　　　（湯田温泉二丁目6-24）

平
成
29
年
度 

市
の
基
本
方
針
を
決
定

※この会議は、市民の方の傍聴も可能です。
※スケジュールは変更することがあります。

新山口駅

小郡総合支所

小郡地域

※新山口駅北地区重点エリアの公
有地については、産業振興や民間
主導による市街地整備を促進し、
新たなビジネス街としての空間形
成を進めていることから、本庁舎
の候補地案とはしていなかった。
しかしながら、委員から新山口駅
北地区などの意見が出されたた
め、次回会議にて検討を行う予定。

③小郡総合支所付近

③ -1 小郡総合支所を解体し、跡地に本庁舎
を建設する案

延べ床面積　23,000㎡～ 25,000㎡
事業費試算　147.0 億円
想定職員数　935人
③ -2 職員駐車場として使用している敷地に

本庁舎を建設する案
延べ床面積　20,000㎡～ 22,000㎡
事業費試算　128.1 億円
想定職員数　802人

小郡総合支所

※

職員駐車場
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５
月
31
日
、
お
ご
お
り
地
域
づ
く
り
協

議
会
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
明
治
維
新
と

小
郡
」
の
完
成
を
市
長
へ
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
歴
史
を
わ
か

り
や
す
く
ひ
も

と
き
、
幕
末
維

新
期
の
小
郡
の

姿
や
先
人
達
の

志
に
触
れ
て
欲

し
い
と
の
思
い
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
長
は
、「
多
く
の
方
々
の
力
を
結
集

さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
も
の
を
つ
く
ら
れ
た
。

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛
着
も

よ
り
一
層
湧
い
て
く
る
と
思
う
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
10
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
基
調
講
演
な
ど
で
配
布
さ
れ
る
予

定
で
す
。

     

お
ご
お
り
地
域
づ
く
り
協
議
会

　
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐
８
５
８
８

　
レ
ノ
フ
ァ
山
口
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
目
的
で
、
山
口
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
湯
田
温
泉
旅
館
協

同
組
合
、湯
田
温
泉
料
飲
社
交
組
合
が
「
レ

ノ
フ
ァ
Ｊ
２
活
性
化
楽
援
」
を
立
ち
上
げ
、

5
月
24
日
、
山
口
総
合
支
所
で
、
市
長
立

ち
会
い
の
も
と
、
サ
ポ
ー
ト
宣
言
が
発
表

　
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
建
替
工
事
を

進
め
て
い
た
陶
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
６
月
27
日
に
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
一
部
木
造
の
平
屋
建

と
し
、「
行
政
窓
口
」、「
生
涯
学
習
」、「
地

域
づ
く
り
」、
ま
た
「
災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
の
地
域
の
防
災
拠
点
」
の
４
つ
の
機

能
を
あ
わ
せ
も
つ
施
設
で
す
。

　
施
設
に
は
、
地
域
づ
く
り
活
動
や
生
涯

学
習
の
場
と
な
る
会
議
室
、
和
室
、
調
理

室
等
に
加
え
、
授
乳
室
や
多
目
的
ト
イ
レ

の
ほ
か
に
、
災
害
時
な
ど
に
一
時
的
に
利

用
対
応
で
き
る
シ
ャ
ワ
ー
室
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

  

協
働
推
進
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
６
５

　
当
日
は
、
7.7
万
人
を
超
え
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
見
事
、
座
間

市
に
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
来
年
も
参
加
者
10
万

人
を
目
指
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
い
。」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

  

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
１
２

　

昨
年
度
、
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１

校
、
幼
稚
園
２
園
の
耐
震
化
工
事
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
本
市
の
市
立
小
・

中
学
校
、
幼
稚
園
に
お
け
る
耐
震
化
率
が

１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
施

設
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

  

教
育
施
設
管
理
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
６
０

　
５
月
19
日
、
平
成
28
年
第
２
回
市
議
会

臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
に
重
見
秀
和
議

員
（
県
央
創
造
清
風
会
）、
副
議
長
に
田
中

勇
議
員
（
県
央
創
造
維
新
会
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
お
よ
び

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
が
新
た
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

  

市
議
会
事
務
局

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
５
４

　
５
月
25
日
、
本
市
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
１
６
に
参
加
し
、
神
奈
川
県
座
間
市

と
対
戦
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加

陶
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

供
用
開
始

市
議
会
の
議
長
・
副
議
長
が

決
ま
る

学
校
施
設
の
耐
震
化
が
完
了 東山保育園では園児 109人が参加

新しくなった陶地域交流センター

湯
田
温
泉
が

レ
ノ
フ
ァ
サ
ポ
ー
ト
宣
言

「
明
治
維
新
と
小
郡
」
発
行

　　田中副議長　　　　　重見議長

問

問問

問

問
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さ
れ
ま
し
た
。

　
湯
田
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
宮
川
力
理

事
長
が
宣
言
文
を
読
み
上
げ
る
と
、
レ
ノ

フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
の
河
村
孝
社
長
が
「
疲
れ

を
癒
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
た
だ
く
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
形
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
る
。
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
、
湯
田
温
泉

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。」
と

お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

  

観
光
交
流
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
０

　
精
密
配
管
工
事
用
の
ユ
ニ
ッ
ト
、
附
属

品
を
製
造
す
る
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ウ
ェ
ル

(

本
社
光
市)
が
、
山
口
テ
ク
ノ
第
２
団
地

（
佐
山
）
内
の
同
社
山
口
工
場
内
に
新
事
業

所
の
建
設
を
決
定
し
、
5
月
9
日
に
山
口

総
合
支
所
で
本
市
と
新
事
業
所
建
設
協
定

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
協
定
の
調
印
に
当
た
っ
て
、
同
社
の
伊

株
式
会
社
テ
ク
ノ
ウ
ェ
ル
が

新
事
業
所
建
設
を
決
定

ヶ
﨑
哲
成
社
長
は
「
山
口
工
場
が
順
調
に

稼
働
し
、
新
た
な
取
引
も
生
ま
れ
た
た
め

増
設
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
生
産

能
力
を
高
め
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
医
薬
品
・
医
療
機
器
関
連
企

業
と
の
連
携
を
は
じ
め
と
し
、
山
口
工
場

で
着
実
に
業
績
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

本
市
が
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
医
療
関

連
産
業
の
す
そ
野
を
広
げ
、
さ
ら
な
る
産

業
集
積
に
貢
献
し
て
も
ら
え
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　
同
社
は
、
平
成
25
年
に
本
市
の
山
口
テ

ク
ノ
第
２
団
地
へ
山
口
工
場
を
設
置
。
新

事
業
所
は
平
成
29
年
４
月
に
操
業
開
始
予

定
で
、
新
た
に
約
10
人
が
雇
用
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

  

産
業
立
地
推
進
室

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
３

左から市長、藤村県企業立地統括監、伊ヶ﨑社長

宣言には、レノ丸（右端）、湯田
ゆう太（左端）らも駆けつけた

交通規制（車両通行止め）
■日時　7月 20日（水）、24日（日）、27日（水）

いずれも19時～22時
交通規制図 ※■■■の区間が車両通行止め

↑

路
行
運
時
臨
ス
バ

↓

市民会館

裁判所

八坂神社
御旅所

Ｐ

Ｐ市中央駐車場 山口総合支所

（道場門前） （米屋町） （中市）

）
り
通
駅
（

）
町
新
（

山口駅

中
市

204

（西門前）

※■■…7月20日（水）、27日（水）の通行止め区間
※■□…7月24日（日）の通行止め区間

札
ノ
辻

山口銀行

林業会館

　八坂神社社務所 ☎083-922-0083
　市民総踊りについては、山口市ふるさとまつ
り実行委員会 ☎083-932-3456

ちょうちんまつり 「姫みこし」担ぎ手募集
8月 6日（土）開催の「山口七夕ちょうちんまつり」
で巡行する「姫みこし」を担ぐ女性を募集します。7
月22日（金）までに、代表者氏名・〒住所・電話番号・
参加人数を、電話またはＥメールでご連絡ください
　　  観光交流課
☎083-934-2810　　kanko@city.yamaguchi.lg.jp

7月 20日（水）
鷺の舞奉納　18時30分から／八坂神社
祇園囃子　18時50分から／八坂神社～商店街
御
ごじんこう
神幸　19時から／八坂神社～御旅所

7月 24日（日）
市民総踊り「やまぐちMINAKOIのんた」
   19時 30分 ～ 21時ごろ／商店街

7月 27日（水）
御
ごかんこう
還幸　19時30分から／御旅所～八坂神社

山
口
祇
園
祭問

申問

問

問
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市
報
や
ま
ぐ
ち
を
よ
り
多
く
の
方
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
向
け
の
無
料
ア
プ
リ「
ｉ

広
報
紙
」
で
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
、
い
つ
で
も

市
報
や
ま
ぐ
ち
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

 

広
報
広
聴
課

　

 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
３

▼
最
新
号
が
で
き
た
ら
お
知
ら
せ

　

最
新
の
広
報
紙
が
発
行
さ

れ
る
と
、
ア
プ
リ
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
お
知
ら
せ
が

届
き
ま
す
。

▼
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読
め
る

　
気
に
な
っ
た
と
き
、
い
つ
で
も
読
め
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
。「
怪
我
を
し
た
。
休
日
当

番
医
は
ど
こ
か
な
？
」
と
い
う
時
な
ど
、

し
ま
っ
て
お
い
た
市
報
を

取
り
出
す
手
間
が
省
け
、

お
手
元
の
ス
マ
ホ
上
で
す

ぐ
に
確
認
で
き
ま
す
。

▼
記
事
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
シ
ェ
ア

　

気
に
な
る
記
事
は
切
り
抜
い
て
ス
ク

ラ
ッ
プ
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
記
事
は
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
に
投
稿

し
て
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
利
用
も
無
料
の
ア
プ

リ
で
す
が
、
利
用
に
は
通
信
料
が
必
要

で
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
ア
プ
リ
内
に
広
告
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
広
告
は
ア
プ
リ
運
営
の
た
め
の
も

の
で
、
山
口
市
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

市
報
や
ま
ぐ
ち
の

ア
プ
リ
配
信
始
め
ま
し
た

ｉ
広
報
紙
の
便
利
な
機
能

ｉ
広
報
紙
内
の
利
用
に
つ
い
て

右下のバーコードを読
み取って、「i 広報紙」の
ホームページにアクセ
スし、アプリをダウン
ロードしてください。

画面イメージ

利用する場合

わ
が
ま
ち
も
、
と
な
り
ま
ち
も
、
ぐ
る
っ
と
再
発
見
！

ぐるっと

再発見
！

防
府

■期日　7月 17日（日）
■場所　三田尻港道の駅潮彩市場防
府周辺
■内容　カッターレース大会（9時
から）、みなとサマーコンサート
（MIKKO・30POSSE）、消防車両
展示、起震車コーナー、防府競輪
コーナー、スケッチ大会、カッター漕ぎ講習会等
　※天候等により変更有り（「市場まつり」も同時開催）
　 幸せますフェスタ実行委員会港まつり部会 ☎0835-22-4352問

山
口

「ふるさとの心はひとつ」をテーマに、
ふしの岩戸太鼓や小郡総踊りなど多
彩な催しが行われます。真上に見え
る約３０００発の花火が真夏の夜空
を美しく染め、祭りを盛り上げます。
■日時　７月30日（土）17時から（花
火は 20時から）
■場所　椹

ふしのがわひがしづ
野川東津河川公園（小郡）

　 ふしの夏まつり実行委員会
　 ☎ 083-976-8588

宇
部

世界で活躍するデジタルアート集団「チームラボ」がつくるデジ
タルアート作品が夜のときわ公園に登場。木々に近づくと光の色
や音が変化し、その場にいる人すべてが参加できる作品です。
■日時　7 月 22 日（金）～ 8 月
28日（日）19時～ 22時
■場所　ときわ公園ときわ湖水
ホール付近
■料金　一般 300 円、高校生以下
無料（小学生以下は保護者同伴）
　 常盤公園管理課 ☎ 0836-54-0551問

チームラボ　呼応する森

ふしの夏まつり

問

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
越
し
の

際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
Ｊ
Ｒ
周
防
下
郷
駅
か
ら

徒
歩
６
分
）

夏の幸せますフェスタ　港まつり

お願い
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「
生
産
技
術
を
改
良
し
て
生
産
者
の
力
に
な
り
た
い
」。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任
前
は
、
野
菜
の
苗
を
栽
培
す

る
会
社
に
勤
め
、
農
産
物
の
生
産
・
研
究
を
し
て
き
た

宮
下
さ
ん
。
も
っ
と
農
家
・
地
域
の
方
に
密
着
し
た
支

援
を
し
た
い
と
思
い
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
応
募

を
決
意
し
た
。

　
「
農
業
は
重
労
働
も
多
く
大
変
で
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ

る
。
生
産
が
大
変
だ
か
ら
大
量
生
産
で
き
な
い
と
い
う

理
由
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
秘
め
た
山
口
市
の
農
産
物
が

地
産
地
消
に
と
ど
ま
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
生
産
技

術
を
改
良
す
る
こ
と
で
、
農
業
の
負
担
を
減
ら
し
、
も

っ
と
多
く
の
人
に
山
口
市
の
農
産
物
を
広
め
た
い
」。
皆

さ
ん
と
一
緒
に
元
気
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
ま
ず
は
、

農
家
・
地
域
の
方
の
思
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

　６
月
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
原
田
さ
ん
は
、
着
任
前

は
都
市
部
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
過
疎
地
域
で
開
催
さ

れ
る
農
業
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
と
き
、
過
疎
地
域
の

後
継
者
問
題
や
耕
作
放
棄
地
な
ど
の
現
状
を
目
の
当
た

り
に
し
て
以
降
、
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
人
手
不
足
の

農
家
の
手
伝
い
等
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
元
山
口

で
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、「
自
分
の
経
験

が
生
か
せ
な
い
か
、
力
に
な
り
た
い
」
と
思
い
、
本
市

で
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
た
。

　
「
耕
作
放
棄
地
な
ど
を
利
用
し
て
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
作

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
山
口
の
土
壌
に
適
し
た
ぶ
ど
う

を
育
て
、
山
口
で
醸
造
す
る
。
山
口
の
食
材
に
合
う
美

味
し
く
て
体
に
い
い
ワ
イ
ン
を
作
り
た
い
」
と
い
う
。

　
「
身
近
に
あ
り
ふ
れ
て
い
る
食
材
が
、
本
当
は
す
ご
く

あ
た
た
か
く
て
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
思
う
。
地
元
の

　表
紙
の
写
真
は
、
６
月
４
日
（
土
）
に

開
催
さ
れ
た
阿
知
須
十
七
夜
祭
の
曳
き
山

（
山だ

し車
）
で
、
先
生
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

女
の
子
が
長
年
伝
わ
る
踊
り
を
舞
う
様
子

で
す
。

　

明
治
11
年
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、

商
売
と
漁
業
の
繁
栄
を
祈
る
阿
知
須
十
七

夜
祭
。
広
島
の
厳
島
神
社
に
由
来
し
、
瀬
戸

内
海
沿
岸
の
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
十
七

夜
祭
の
中
で
も
、
曳
き
山
が
あ
る
の
は
珍

し
く
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
人
々

の
思
い
が
今
な
お
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

曳
き
山
は
、
漁
業
で
栄
え
た
５
つ
の
自
治

会
が
持
ち
回
り
で
担
当
。
今
年
は
、
砂す
な
ご
う郷

地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
笛
や
太
鼓
の
し
ゃ

ぎ
り
、
可
憐
な
踊
り
を
披
露
し
、
そ
の
姿

を
一
目
見
よ
う
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
曳
き
手
が
「
え
い
や
、

え
い
や
」
と
威
勢
よ
く
掛
け
声
を
発
し
な

が
ら
、
阿
知
須
商
店
街
の
細
い
道
を
絶
妙

な
バ
ラ
ン
ス

で
通
る
姿

や
、
阿
知
須

駅
前
の
大
き

な
道
路
を
勢

い
よ
く
駆
け

抜
け
る
姿
に
は
目
を
見
張
り
ま
す
。

　
伝
統
的
な
祭
り
が
続
く
よ
う
、
来
年
に

向
け
、
こ
れ
か
ら
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

    

阿
知
須
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

   

☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
２
０
２
２

平成 28年５月着任
宮下裕行（30歳）

趣味：サイクリング、
スポーツ観戦 

平成 28年６月着任
原田尚美（32歳）

趣味：旅行、おいしい
ものを食べること

生産技術で負担を減らす

身土不二　地元の食材が体にいい

表
紙
の
写
真
か
ら

１
４
０
年
の
伝
統  

阿
知
須
十
七
夜
祭

地
域
お
こ
し
タ
イ
ム
ズ
山
口
市
な
ら
で
は
の
農
業
経
営
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を

作
る
た
め
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
本
市

全
域
で
の
活
動
を
お
こ
な
う
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。

不定期
コラム
No.2

人
が
地
元
の
食
材
を
食
べ
る

喜
び
を
感
じ
、
観
光
客
に
も

山
口
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

え
る
場
所
を
つ
く
る
中
で
、

山
口
の
魅
力
・
人
々
の
思
い

を
広
げ
て
い
た
い
」
と
願
い

を
語
っ
て
く
れ
た
。

山梨のぶどう農園で
袋かけを手伝う原田さん

い
う
。
活
動
の
中
で
、
生
産
者

か
ら
「
農
業
は
儲
か
る
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
。「
や
り
方
を

ひ
と
つ
変
え
る
だ
け
で
農
業
は

大
き
く
変
わ
る
。
経
営
支
援
を

通
じ
て
、
農
家
の
収
入
を
増
や

し
、
多
く
の
方
に
農
業
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」。

農業の方法を学ぶ宮下さん
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開催中のイベント

7月8月

山口大学「前ユネスコ事務局長松
浦晃一郎氏講演会」［平川］山口大
学国際企画課 ☎ 083-933-5027

7/16（土）

船平山ゆうすげまつり［阿東］Ｎ
ＰＯあとう ☎ 083-956-2526

7/18（月・祝）

山口ふるさと伝承総合センター七
夕飾り［大殿］山口ふるさと伝承
総合センター ☎ 083-928-3333

7/24（日）まで

企画展「DADA1916→1923」［湯田］
中原中也記念館 ☎083-932-6430

あじさい日和［徳地］重源の郷 
☎0835-52-1250

7/10（日）まで

山口祇園祭 御神幸［大殿・白石］
八坂神社社務所 ☎ 083-922-0083

7/20（水）

ふしの夏まつり［小郡］実行委員
会 ☎ 083-976-8588

7/30（土）

山口祇園祭 市民総踊り「やまぐち
ＭＩＮＡＫＯＩのんた」［大殿・
白石］実行委員会 ☎ 083-932-
3456

7/24（日）

山口祇園祭 御還幸［大殿・白石］
八坂神社社務所 ☎ 083-922-0083

7/27（水）

8/31（水）まで

企画展「山頭火展」［湯田］狐の
足あと☎ 083-921-8818

山口七夕ちょうちんまつり［大
殿・白石・湯田］実行委員会 ☎
083-932-3456

8/6（土）～７（日）

7/1（金）～８/７（日）

音楽と花火の夕べ［宮野］陸上
自衛隊山口駐屯地広報室 ☎ 083-
922-2281

8/8（月）

とにかく広い！河原谷公園は、佐山の企業団地（山口テクノパーク）の中にある
大きな公園です。自然を感じな
がら、大きな遊具で思いっきり
遊べます。また、当日事務所で
手続きをすれば、持ち込みでバー
ベキューもできます。
大きめの室内休憩所もあるので、
日差しに疲れたらゆっくりひと
休み。晴れた日に、お弁当と水
筒を持って出かけましょう。

事務所 ☎083-989-6804

河原谷公園（佐山地区）【佐山3-4】

問

山
口
市
長

　

梅
雨
の
合
間
の
青
空
に
、
夏
の
気
配

を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
去
る
５
月
29
日
、
思
い
が
け

な
い
お
客
様
が
、
山
口
情
報
芸
術
セ
ン

タ
ー
（
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
）
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ

米
国
駐
日
大
使
御
夫
妻
で
す
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
の
歴
史
的
な
広
島
訪

問
の
直
後
で
、
公
務
の
合
間
を
縫
っ
て
、

お
越
し
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
旅
行
と
の
こ
と
で
、

事
前
の
連
絡
が
無
か
っ
た
た
め
、
私
も
御

案
内
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
教
育
に

高
い
関
心
を
お
持
ち
で
、
ち
ょ
う
ど
開

催
中
の
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
を
熱
心

に
御
覧
に

な
ら
れ
、

ス
タ
ッ
フ

へ
も
色
々

と
質
問
さ

れ
た
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
６
月
18
日
か
ら
開
催
し
て
い

ま
す
「
コ
ロ
ガ
ル
ガ
ー
デ
ン
」
の
準
備

の
様
子
も
、
大
変
、
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
使
か
ら
は
、「
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
は
、
有
名

な
施
設
で
、
来
日
前
か
ら
知
っ
て
い
た
。

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
た
か
っ
た
。」
と
、

と
て
も
う
れ
し
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
、
再
び
、
山
口
に
お
越
し

に
な
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

あしたへトライ
思いがけないお客様
大内中生徒と記念撮影する大使




